
4年間一貫して、専任教員による少人数ゼミ形
式の授業が設けられています。1年次の演習科
目は、内容を標準化。ICTを利用した通常授
業のほかに、クラス担任による個別面談や、合
同での実習も行います。教員同士が緊密に連
携しながら、卒業まで支援します。

文学部

歴 史 学 科 外 国 史 学 専 攻
歴史学を通して過 去と向き合い、世界の今と未 来を見すえる力をつける

　学科の特色

少人数ゼミによるきめ細やかな
サポート体制

本専攻は、高校世界史で扱う時代･地域を対象
とします。半期科目の ｢各説｣ と通年科目の ｢特
講｣により、選択の自由度と専門性の向上を目指
します。また苦手分野を補う｢リメディアル教育｣
や、言語・地理･思想など多角的に理解を深め
る「世界史セミナー｣を「各説」に設けています。

選択性と専門性、
不得意の克服と理解の深化

教員を志望する学生の多くが、実際に中学･高
校の教壇に立っています。公務員、国内外の企
業（旅行･出版･貿易･食品･化粧品･ITなど）
に就職するほか、在外公館の専門調査員になっ
た例も。本学大学院だけでなく、英･仏･台湾な
ど国外の大学院に進学する学生もいます。

知識と専門性を
“力”として将来に生かす

専門教育科目

科目名 学年
1 2 3 4

東洋史コース

外国史学基礎演習　❶ ■

東洋史概説 ■

東洋史学研究法 ■

東洋史学演習Ⅰ ■

東洋史学演習Ⅱ ■

卒業論文 ■

日本史概説 ■ ■ ■ ■

西洋史概説 ■ ■ ■ ■

日本考古学概説 ■ ■ ■ ■

外国考古学概説 ■ ■ ■ ■

史学概論 ■ ■ ■ ■

外国史学文献史料講読Ⅰ～ⅩⅥ ❷ ■ ■

西洋史コース

外国史学基礎演習　❶ ■

西洋史概説 ■

西洋史学研究法 ■

西洋史学演習Ⅰ ■

西洋史学演習Ⅱ ■

卒業論文 ■

日本史概説 ■ ■ ■ ■

東洋史概説 ■ ■ ■ ■

日本考古学概説 ■ ■ ■ ■

外国考古学概説 ■ ■ ■ ■

史学概論 ■ ■ ■ ■

外国史学文献史料講読Ⅰ～ⅩⅥ ❷ ■ ■

科目名 学年
1 2 3 4

東洋史・西洋史コース共通

外国史各説Ⅰ～ⅩⅦ ■ ■ ■

東洋史特講Ⅰ～Ⅴ ■ ■ ■

西洋史特講Ⅰ～Ⅷ ■ ■ ■

日本史史料講読Ⅰ～Ⅳ ■ ■ ■

古文書研究Ⅰ・Ⅱ ■ ■ ■

記録史料学Ⅰ・Ⅱ ■ ■ ■

日本古代史 ■ ■ ■

日本中世史 ■ ■ ■

日本近世史 ■ ■ ■

日本近代史 ■ ■ ■

日本史特講Ⅰ～Ⅷ ■ ■ ■

日本史学史 ■ ■ ■

考古学各説Ⅰ～Ⅳ ■ ■ ■

考古学特講Ⅰ～Ⅷ ■ ■ ■

考古学史 ■ ■ ■

日本仏教史 ■ ■ ■

日本文化史 ■ ■ ■

西洋文化史Ⅰ・Ⅱ ■ ■ ■

有職故実 ■ ■ ■

日本民俗学 ■ ■ ■

歴史地理学A／B ■ ■ ■

人文地理学概説 ■ ■ ■

地誌学 ■ ■ ■

哲学史 ■ ■ ■

仏教美術史 ■ ■ ■

科目名 学年
1 2 3 4

西域美術史 ■ ■ ■

美術史概説 ■ ■ ■

ラテン語　❸ ■ ■ ■

ギリシャ語 ■ ■ ■

仏教史Ⅰ・Ⅱ ■ ■ ■

政治思想史Ⅰ・Ⅱ ■ ■ ■

社会経済史Ⅰ・Ⅱ ■ ■ ■

2
科
目
選
択
必
修

総計：318人
2018年5月1日時点

女子：142人
（45%）

男子：176人
（55%）

■ 必修　■ 選択必修　■ 選択
専門教育科目：72単位
全学共通科目：30単位
広  域  選  択：22単位

■ 必修：26単位
■ 選択必修：16単位
■ 選択：30単位

卒業に必要な単位124単位

　 4 年 間の流れと身につく力

■ 自ら考え、問題を解決できるようになる。
■ 他者に情報を正確に伝えられるようになる。
■ 世界の「いま」を歴史的に理解し、社会を生きる力がつく。

4年間で身につく力

図書館の使い方やレポートの作成方法、歴史学の方法論や外国史の概
要など、本専攻で学んでいく基礎を学ぶ。

1
年次

幅広く多様な知識に加え、東洋史・西洋史の学問としての歴史や研究法、
文献と史料の扱い方の基礎を修得する。

2
年次

研究の最先端を深く学ぶとともに、自らの力で文献・史料を調査し読解し
て、自らの言葉でその成果をレポートする。

3
年次

専任教員のサポートのもと、研究テーマを設定して関連する文献・史料を
徹底的に分析し、卒業論文を作成する。

4
年次

■ 曹操集団の構成について
■ 唐代における宮廷女性の実態について
■ 宋代泉州のムスリム商人
■ モンゴル時代の科挙をめぐる諸問題
■ 太平天国期における諸反乱

卒論テーマ・研究課題例

■ 古代エジプトのカノポス容器について
■ 境界域から考える西ローマ帝国の滅亡
■ 服装からみるエリザベス1世の威厳
■ フランス革命期における都市の民衆暴動
■ ドイツの民族観とナチズム

ラテン語は、古典ギリシャ語とともにヨーロッパ文化の基礎を
形成する要素です。本講義では主に基礎文法を取り上げ、
平易なラテン文を理解できるよう展開していきます。

❸ラテン語
資料の宝庫である図書館見学にはじまり、文献の探し方、レ
ポートの書き方、インターネットの活用法、発表方法などを学
びます。歴史学における基礎的な学習能力を身につけます。

❶ 外国史学基礎演習
歴史研究に欠かせないのが文献・史料の解読です。この授
業では英語や漢文など外国語で記された文献を中心に、関
連史料も取り上げ、文献の読み方を修得します。

❷外国史学文献史料講読

在 学 生 m e s s a g e

松本 瑞希
歴史学科外国史学専攻 4年
栃木県立真岡女子高等学校 出身

Mon. Tue. Wed. Thu. Fri .
1 西洋史学研究法 日本民俗学
2 ドイツ語ⅡBａ 外国史学文献史料講読ＸＶ 英語圏文化研究ａ 西域美術史
3 ドイツ語ⅡAａ 日本文化探究ⅠＡ 自然環境論Ⅰ 外国史各説Ⅸ
4 外国文化ａ 西洋文化史 日本史学史
5 外国史各説Ⅶ
6

　映画作品をきっかけにイタリア・ヴェネツィアに興味を持つよう
になり、幅広い領域からヴェネツィアを知ることができる、歴史学
科を選びました。しかしながら1年次は東洋史など、興味外の分
野を学ばなければならず、悶 と々することもありました。しかし2年
次になり、歴史の背景にある政治や経済、文化などまで掘り下げ
て学ぶようになると、西洋史、東洋史と区別していては理解でき

ない複雑なものであることを理解し、意識的に取り組めるようにな
りました。いま、好奇心をそそられているのは中世ヴェネツィアに
おける庶民生活です。香辛料貿易による繁栄を陰で支えた人々
の暮らしぶりを衣食住や職業、階級、死生観など、さまざまな角
度から考察していきたいですね。また、史料を読むためにイタリア
語の勉強にも日々取り組んでいます。

中世ヴェネツィアの庶民生活について考えを深めたい

2年次前期の時間割

本専攻ではコース選択制をとっており、2年次になる前にどちら
が自分の関心ある分野なのかを考えた上で、東洋史か西洋
史かを選択してもらいます。1年次では東西問わず広く外国史
を学び、2年次からはより専門性を高めるために外国語の文献
を読む力を身につけて、各自関心のあるテーマに沿って歴史
研究を進めます。

▶ 学 科  T O P I C S
充実したコース制度

2
科
目
選
択
必
修

中学・高校教員、貿易、出版・旅行、IT業界、公務員など、
幅広い業界に就職しています。

卒業後の進路

コーセー／東京地下鉄（東京メトロ）／青山商事／阪急交通社／第一生
命保険／日本年金機構／新潟労働局／神奈川県庁／警視庁

主な就職先 ※2018年3月卒業生実績

取得可能な資格

※詳細はP79をご覧ください。

※詳細はP81をご覧ください。

2020年度（予定）

教 員 m e s s a g e

　いま、打ち込んでいるのは『ヴェニスの商人』の舞台となったヴェ
ネツィアの人々が残した遺言状の研究です。当時のヴェネツィアは
経済的に繁栄し、もっと豊かになりたいという欲が渦巻いていました。
それだけに人々のしがらみがとても強く、窮屈であると同時に、名も
知らぬ人同士が助け合う文化も育っていました。その一方で、ペス
トが流行し、人々に死の不安が重くのしかかっていた時代でもあり
ました。教会の影響が強かった時代のことですから、人々の関心
は、死後に「私は天国へ行けるだろうか」に集まります。その思い
は、教会への寄付を促し、寄進目録をまるで天国への切符のように

天国の扉も金次第？

遺言状としてしたためていたのです。今から見ればおかしな光景に
映るかもしれませんが、当時の人々は真剣そのもの。それでも中に
は疑問を感じた人がいて、それは、16・17世紀に全ヨーロッパを巻
き込んでいくことになる宗教改革の時代のうねりへとつながっていき
ます。その前夜、人々が何を考えていたかを知ることは、時代の先
を見通す上で大切な視点です。声の大きい指導者の政策がまかり
通り、国際交渉の場面で個人のつながりが合理的な判断より優先
される現代の風景は、かつてのヴェネツィアに通じるものがあります。
混迷の時代を切り開く鍵が、この研究から見つかるかもしれません。

高田 良太
専門：西洋史

高田先生の研究
実績はこちらから
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